
森木組のチャレンジ



ICT活用工事の実施事例の紹介です。

H.30 ICT土工（道路土工）

R.1 ICT土工（河川土工）創意工夫

R.2 ICT地盤改良工（固結工）

R.3 ICT土工（道路土工）施工中

R.3     ICT土工（砂防土工）施工中



ＩＣＴ目標

コスト削減 と 工期短縮



ICTマシンの位置計測方法

①GNSSによる位置計測 ②TSによる位置計測

ネットワーク型
RTK-GNSS

RTK-GNSS 杭ナビショベル
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ICTマシンの位置計測方法

①GNSSによる位置計測 ②TSによる位置計測



各国の複数の衛星による位置計測 トータルステーションの
⾃動追尾による位置計測

杭ナビ
LN-150

①GNSSによる位置計測 ②TSによる位置計測



ICTマシンの位置計測方法

①GNSSによる位置計測

ネットワーク型
RTK-GNSS

RTK-GNSS

②TSによる位置計測



RTK-GNSS



RTK-GNSS



ネットワーク型
RTK-GNSS



ネットワーク型
RTK-GNSS

電子基準点



ネットワーク型 RTK-GNSS

施工の見える化！



ICT地盤改良工（固結工）





円柱体×２２８本



ＩＣＴ活⽤⼯事の施⼯プロセス



ＵＡＶ



例：ICT盛土工



TS等の光波方式 2級ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ

ＵＡＶ



・改良体番号
・杭芯位置（ｘ座標・ｙ座標）
・施⼯基⾯からの計画深度
・改良体の計画深度
・杭径D
・施⼯基⾯の標⾼

国土交通省さんの
要領を基に作成！



地盤改良設計データ



河床勾配による⾊分け





ＤＨＪ−２５
ＧＮＳＳによる杭芯位置の管理
⼩型機によるＩＣＴ地盤改良⼯事は、
四国では初めて！



ＧＮＳＳアンテナ
（サブ）

ＧＮＳＳアンテナ
（メイン）

２つのＧＮＳＳアンテナにて受信



オペレーター⽤のモニター



左上の縦横の誘導⽮印に従って、
機械を円の中⼼に合わせていきます。



外のパソコンのモニターでも
オペレーターと同じ画⾯が⾒えます。

施工の見える化！



精度確認試験を⾏いました。通常のキャリブレーションに
杭芯位置精度確認試験が増えます。







オペレーターが、杭芯位置を合わします。

機械からみた杭芯位置への誘導⽮
印なので、座標値では無いです。
この数字が⼩さければ、杭芯誤差
も少なくなります。



杭芯セット完了

この表⽰が杭芯の実測の
座標値です。



掘削開始



掘削中

この表⽰が深度(m)です。



掘削中

⾊分けはトルク値の
違いです。



掘削⻑Ｌ＝6.00（6.00）



施工の見える化！



施工履歴データ

１．杭芯位置管理表(全本数の杭芯位置)

２．改良範囲全体の施工完了を示す着色



規格値1300/8=162mmに対して
最⼤Δx62ｍｍ・最⼤Δｙ32ｍｍと全て規格値内と
精度の⾼い事を⽬視にて迅速に確認できました。

ＧＮＳＳによる杭芯位置管理表



全体改良平⾯図で改良範囲全体の施⼯完了を⽰す着⾊
（着⾊されていることにより施⼯完了を確認）







全体改良平⾯図で改良範囲全体の施⼯完了を⽰す着⾊
（着⾊されていることにより施⼯完了を確認）



杭芯の位置出しが不要

計３日間の工期短縮



ホール・ナビによる
施工の見える化！



杭芯の復旧作業が無い！

各誘導員のコスト削減



２つの施工履歴データの帳票

モニターによる総合確認



ＩＣＴ目標 達成！

コスト削減 と 工期短縮

（８人役のコスト削減）（３日間工期短縮）



施工の見える化！

ICT地盤改良工（固結工）



ICT土工（道路土工）

２⼯区
盛⼟⼯

１⼯区
EPS軽量盛⼟⼯



1⼯区
EPS軽量盛⼟⼯
V=525m3

2⼯区
路体盛⼟⼯ V=980m3

平⾯位置図



NO.10+10.577
起点側

NO.12+15.700
終点側

施⼯延⻑L=48m

平⾯詳細図（図⾯をプロット）

2⼯区
路体盛⼟⼯ V=980m3



起点側

単粒砕⽯

堤防法⾯

ボックスカルバート



NO.10+10.577
起点側

単粒砕⽯

堤防法⾯

ボックスカルバート

U型⽔路



ＩＣＴマシンの配置予定図

①

③

② （創意⼯夫）



施工例の少ない、ICTマシンである
小型バックホウにて施工実績を作る。

②ネットワーク型 RTK-GNSS

マシンガイダンス ミニバックホウ（３ｔクラス）

ミニバックホウの使用は、
四国では初めて！







３０ｃｍの各層



キャリブレーション



ミニバックホウにて敷均し



オフセットで３４ｃｍ



小
型
が
有
利
な
こ
と
も
あ
る
。



ICTマシンの位置計測方法

①GNSSによる位置計測 ②TSによる位置計測

ネットワーク型
RTK-GNSS

RTK-GNSS 杭ナビショベル



TSによる位置計測

視準





TSでは８mm上がれ GNSSでは13mm下れ



GNSS と TSの 二刀流



ＩＣＴ目標

コスト削減 と 工期短縮



ICTマシンの位置計測方法

①GNSSによる位置計測 ②TSによる位置計測

ネットワーク型
RTK-GNSS

RTK-GNSS 杭ナビショベル



I = Information（情報）
C = Communication （通信）
T = Technology（技術）

次世代、新世代の建設業に向けて
チャレンジしていきます！




